
も
の
を
提
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
約
六
○
名
の
東
大
医
学
部
教
授
達
を
中
心
と
し
た
「
医

師
会
法
案
反
対
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
猛
烈
な
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
反
対
運
動
の
指
道
者
は
、
元
済
生
学
舎
の
講
師
で
、
長
谷
川
泰
に

、
、
、

幼
少
時
代
よ
り
眼
を
か
け
ら
れ
て
来
た
、
同
郷
（
新
潟
県
出
身
）
の
入
沢
達

、吉
で
あ
っ
た
。
入
沢
達
吉
の
思
想
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

目
正
規
の
官
立
医
学
校
や
東
大
出
身
者
と
、
「
医
術
開
業
試
験
合
格

者
」
お
よ
び
従
来
の
漢
方
医
よ
り
洋
方
医
に
転
じ
た
医
師
と
同
一
の
法、

律
の
下
で
「
医
師
法
案
」
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
医
師
の
差

、
、

別
論
）
（
官
尊
民
卑
の
思
想
）

、
や

。
そ
の
た
め
に
医
術
開
業
試
験
を
全
廃
し
て
、
私
立
医
学
校
の
粗
悪
な

速
成
教
育
を
廃
し
、
官
立
の
大
学
と
専
門
学
校
の
糸
と
し
、
医
学
の
レ

・
ヘ
ル
を
高
め
、
日
本
の
医
学
教
育
を
先
進
国
並
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
医
学
教
育
の
統
一
論
）

白
右
の
目
的
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が
長
谷
川
泰
の
経
営
す
る
「
済

生
学
舎
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
部
省
と
相
談
の
上
、
法
律
の
力
で

、
、
、
、

済
生
学
舎
を
潰
す
の
が
当
面
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
思
想
的
政
治
運
動
に
よ
り
、
医
師
会
法
案
は
衆
議
院
は
通
過
す
る
も

貴
族
院
で
廃
案
と
な
っ
た
。
勢
い
を
得
た
反
対
同
盟
の
人
々
は
名
を
「
明
治

医
会
」
と
改
め
、
右
の
医
術
開
業
試
験
廃
止
と
、
私
立
医
学
校
の
廃
校
を
目

標
に
「
専
門
学
校
令
」
を
発
布
し
て
泰
に
迫
っ
た
。
長
谷
川
泰
は
、
薬
律
改

正
の
問
題
も
か
ら
ぷ
、
四
年
間
衛
生
局
長
の
座
に
あ
っ
た
が
辞
し
、
済
生
学

舎
を
守
る
た
め
に
努
力
し
た
。

苦
難
の
末
、
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
退
き
、
つ
い
に
禅
の
道
（
仏
門
）
に
入

る
こ
と
す
ら
考
え
た
。
そ
の
結
果
の
廃
校
宣
言
で
あ
っ
た
。
後
に
残
さ
れ
た

学
生
の
事
を
考
え
る
余
裕
さ
え
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
学
生
と
教
師
は
「
同

窓
医
学
講
習
会
」
を
つ
く
り
、
日
本
医
科
大
学
へ
の
掛
橋
を
つ
く
っ
た
。

（
平
成
二
年
一
月
例
会
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
初
代
伝
統
医
学
担
当
医
官
と
し
て
、
一
九

八
四
年
よ
り
ほ
ぼ
五
年
、
マ
’
一
ラ
を
拠
点
に
、
極
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋

の
各
国
の
伝
統
医
学
の
普
及
発
展
活
動
に
従
事
し
た
。
こ
の
間
各
国
で
伝
統

医
学
の
研
究
状
況
を
調
査
す
る
う
ち
に
、
折
々
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
行
っ
た
薬
用
植
物
の
研
究
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
朝
鮮
、

中
国
、
。
ヘ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ジ
ャ
ワ
、
・
ハ
プ
ア
’
一

ユ
ー
ギ
ニ
ア
、
南
太
平
洋
の
島
填
な
ど
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
版
図
の
中

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
資
料

を
中
心
に
、
今
回
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
『
日
本
医
事
新
報
』
三
四
一
○
号
と

三
四
二
号
に
上
・
下
に
分
け
て
発
表
し
た
。
今
回
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
薬

用
植
物
研
究
の
歴
史
と
と
も
に
、
そ
の
後
得
る
こ
と
が
で
き
た
日
本
側
の
資

料
を
交
え
て
報
告
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
薬
用
植
物
研
究
の
歴
史
は
、
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
十
六
世
紀
に
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
統
治
下
の
主
に
神
父
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
初
期
の
も
の
は
一
六
二
年
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
派
の
神
父
プ
ラ
ス
・
デ
・
ラ
・
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
ィ
オ
ス
（
里
陪

号
旨
昌
沙
号
の
鳥
貝
。
唖
）
に
よ
る
。
そ
の
他
に
も
何
人
か
の
神
父
に
よ
る

日
本
占
領
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
薬
用
食
物
研
究

津
谷
喜
一
郎
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も
の
が
あ
る
が
十
七
世
紀
中
に
は
出
版
に
至
っ
て
い
な
い
。
十
八
世
紀
に
至

っ
て
は
じ
め
て
、
メ
キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
八
三
七
年
に
は
、
言
一
ユ
ェ
ル
・
ブ
ラ
ン
コ
（
冨
画
昌
匡
巴
国
璽
目
８
）

神
父
に
よ
る
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
植
物
』
（
国
○
３
号
国
辱
旨
”
唾
）
が
出
版
さ

れ
、
そ
の
第
三
版
は
図
付
で
白
黒
版
が
マ
’
一
う
で
、
彩
色
版
が
バ
ル
セ
ロ
ナ

で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ス
・
へ
イ
ン
時
代
の
研
究
は
現
地
の
民
間
伝
承
で
伝
わ

る
薬
草
の
使
用
法
を
記
録
し
、
こ
れ
に
植
物
学
的
な
記
載
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
当
時
の
科
学
が
主
に
自
然
物
質
や
現
象
を
分
類
し
、
記
載
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
状
況
が
反
映
さ
れ
、
ま
た
そ
の
研
究
は
彼
ら
の
個
人
的
な
関
心

と
、
本
国
ス
。
へ
イ
ン
に
と
っ
て
香
料
な
ど
と
と
も
に
現
地
天
然
物
の
商
品
と

し
て
活
用
の
政
策
に
の
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

次
い
で
一
八
九
八
年
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
支
配
時
代
に
は
、
内
務
省
の
も
と

に
国
立
試
験
所
田
口
門
８
口
ｇ
ｏ
ｏ
ご
⑦
日
日
①
具
Ｆ
号
○
国
８
胃
切
）
が
設
け
ら

れ
、
エ
ル
マ
ー
・
ド
リ
ュ
ー
・
メ
リ
ル
（
国
日
の
吋
己
儲
①
言
冒
。
同
旨
）
博
士
を

中
心
に
植
物
学
的
、
化
学
的
研
究
が
積
極
的
に
な
さ
れ
る
。
国
立
博
物
館
に

は
百
万
を
超
え
る
標
本
が
収
集
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
博
物
館
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ポ
ゴ
ー
Ｓ
畠
○
鄙
）
博
物
館
と
同
じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
主
国
の
支
援

を
受
け
て
大
き
く
発
展
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
は
学
術
的
で
あ
り
、
薬

用
植
物
の
実
際
の
使
用
と
い
う
面
に
は
余
り
関
心
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
四
二
年
二
月
に
日
本
軍
が
マ
’
一
ラ
に
進
駐
す
る
。
日
本
は
南
方
の
資

源
を
活
用
す
る
方
針
の
も
と
、
科
学
を
重
要
視
し
博
物
館
を
保
護
し
た
。
第

一
次
大
戦
後
国
際
連
盟
よ
り
日
本
の
委
任
統
治
と
な
っ
て
い
た
パ
ラ
オ
に
日

本
学
術
振
興
会
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
ハ
ラ
オ
熱
帯
生
物
研
究
所
に
、
東
北

大
学
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
た
畑
井
新
喜
司
が
さ
ら
に
渡
比
し
、
顧
問
と
し
て

科
学
方
面
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ
た
。
一
九
四
三
年
十
月
に
は
ホ
セ
．
Ｂ
・
ラ

ウ
レ
ル
Ｃ
Ｏ
“
①
国
．
Ｆ
創
巨
且
）
を
大
統
領
と
し
て
塊
侭
政
府
が
作
ら
れ
、
翌

十
一
月
に
は
東
京
で
大
東
亜
会
議
が
開
か
れ
た
。
次
い
で
十
二
月
に
は
大
統

領
令
第
一
四
号
が
発
表
さ
れ
薬
用
植
物
研
究
委
員
会
（
○
○
日
目
旨
①
①
Ｏ
旨

Ｂ
ａ
冨
昌
昌
莨
画
日
切
）
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
二
ヵ
月
後
の
一
九
四
四
年
一
月

に
、
実
際
的
使
用
に
即
し
た
症
状
別
、
薬
効
別
の
薬
用
植
物
の
リ
ス
ト
が
マ

ニ
ラ
の
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
。
畑
井
は
こ
の
間
、
軍
政
部
付
司
政
長
官
と
し

て
、
こ
の
作
業
に
も
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
。

同
十
月
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
レ
イ
テ
に
上
陸
す
る
。
さ
ら
に
、
翌
一
九

四
五
年
二
月
に
は
マ
ニ
ラ
に
進
駐
す
る
。
こ
の
戦
闘
時
、
博
物
館
は
破
壊
さ

れ
る
。
日
本
占
領
下
の
薬
用
植
物
研
究
は
、
戦
時
下
の
医
薬
品
の
絶
対
的
不

足
、
漢
方
な
ど
の
歴
史
を
持
つ
日
本
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
へ
向
け
て
の
文

化
政
策
、
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
後
の
医
薬
品
の
輸
入
の
途
絶
に
と
も
な
う
日

本
で
の
医
薬
品
国
産
化
の
方
針
な
ど
が
重
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
じ
め
て

「
問
題
解
決
型
」
の
研
究
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
政
府
下
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
薬
用
植
物
研
究
も
実
際
的
活
用
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
多
く
の
発
展
途
上
国
と
同
様
、
近
代
医
療
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
状
況
下
で
、
伝
統
医
学
の
活
用
を
目
指
す
方
針
と
日
本
占

領
下
で
の
研
究
の
方
針
の
間
に
は
あ
る
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。

他
の
諸
国
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
敗
戦
国
日
本
に
よ
る
関

係
書
類
の
破
棄
、
日
本
側
関
係
者
の
高
齢
化
、
戦
争
下
の
研
究
に
対
す
る
タ

ブ
ー
視
、
日
本
人
研
究
者
が
現
地
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
地
国
民

の
日
本
侵
略
に
対
す
る
悪
感
情
を
再
誘
起
さ
せ
る
、
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

（
平
成
二
年
三
月
例
会
）
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